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3,4 
ハッチョウトンボの里・新山（伊那市）で、子どもが育つ環境を考えよう 

多感な少年・少女期に、子どもたちがどんな環境で育つか、どんな体験ができるかはとても大切です。

都会と親元を離れて、一年間豊かな環境とあたたかい人間関係に包まれて協力する力や自立心を養う、そ

んな場所が伊那市新山にあります。ご家族で見に行きませんか。子どもだけ、大人だけでも参加 OKです。

豊かな自然と人とのつながり 

    でも子どもが減っている 
 

新山には右のように豊かな自然と人とのつなが

りが残っています。しかし過疎化、高齢化が進

み、若い人が減って、年々子どもの数が少なくな

っています。 

新山小学校には現在３２名の児童が通ってい

ますが、あと数年すると児童が激減します。 

「このままでは学校がなくなってしまう」と危機感

を持った親たちが集まり「新山保育園・小学校を

考える会」をつくって動き出しました。 

今回、都市に住む親子を招いて地域の人たち

といっしょに「新山の子どもが育つ環境としてのす

ばらしさ」を見つけたいと思います。ふるってご参

加ください。 

 

新山の宝探しと子どもの育ちを考える会 
（（（（山村留学準備山村留学準備山村留学準備山村留学準備ののののフィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワークととととワークショップワークショップワークショップワークショップ））））
 

◎◎◎◎７７７７／／／／３３３３（（（（土土土土））））    

1:301:301:301:30～～～～4:304:304:304:30    フィールドワーク 

「虫とり、川あそびなど子どもたちが

育つ上での環境資源をさぐる」

6:006:006:006:00～～～～8:008:008:008:00    地域の人との交流会 

      （宿泊：伊那谷自然楽校） 

◎◎◎◎７７７７／／／／４４４４（（（（日日日日））））    

9:009:009:009:00～～～～12:0012:0012:0012:00    ワークショップ 

「新山たからマップづくり」 

 

 長野県伊那市の市街地と長谷、高遠との間にある。三方を山

に囲まれ、標高７００～１０００メートルの丘陵地に清らかな

水と緑に囲まれている。 

 日本一小さいハッチョウトンボの生息地があり、市の宿泊施

設だった旧新山荘（NPO 法人伊那谷自然楽校が管理）や体験

交流館・広いグランドもあって各種活動に活用できる 

新山とは 

プログラム

▲新山の里 

“1 日山村留学体験”で  

ホタル、トンボ、川あそび  

◆◆◆◆ツアーツアーツアーツアー要項要項要項要項    
 

○参加費 大人 9,000 円 （小人のみ、大人のみ参加も可） 

         小人 7,000 円 （小学生以下） 

(兄弟参加は 1,000 円引き) 
 

朝食 1 回、昼食 1 回、夕食 1 回、天ぷらバス（新宿発着）、 

上記プログラム、入浴代、保険料を含む。 

※1 日目の昼食はご持参ください。 

※宿泊時は寝袋が必要となります。 

お持ちでない方は、500 円でお貸しします。 
 

○募集人員  定員 40 名 （最少催行人員 20 名） 
 

【旅行企画・実施】  

リボーン ＜エコツーリズム・ネットワーク＞ 

【企画協力】  

新山保育園・小学校を考える会 

（NPO）伊那谷自然楽校 

（NPO）エコ・コミュニケーションセンター 

（（（（土土土土、、、、日日日日））））    

 

お申込み・お問合せは      ウラへ 


